
大阪労働局（局長 中沖 剛）は、平成28年6月1日から、新た

に義務化される「化学物質のリスクアセスメント」について、さら

なる周知･実施の徹底を図るため、引き続きセミナー等を開催するこ

ととしている。（別紙参照） 

http://anzeninfo.mhiw.go.jp/anzen_pg/GHS_MSD_FND.aspx 
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～平成28年6月１日、改正労働安全衛生法が施行されます～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「化学物質のリスクアセスメント」義務化のポイント 

・趣旨 

産業現場で使用される約6万種類の化学物質のうち、健康障害が多発し、特

にリスクの高い業務があるなどの化学物質については、特別規則の対象に定め

具体的措置等を講じることを事業者に義務づけていた。   

しかし、特別規則の対象ではなかった化学物質に長期間にわたり高濃度でば

く露したことが原因で労働者に健康障害が発症するなど、特別規則の物質以外

でも、使用量や使用方法等によっては労働者の安全や健康に害を及ぼすおそれ

があり、また、その原因として危険性又は有害性の調査（リスクアセスメント）

が未実施又は不適切であるために、事業者において化学物質の危険有害性が認

識されていない事案も少なくない。 

そのため、一定の危険性又は有害性の化学物質について、危険性又は有害性

の調査の実施等、労働者の安全と健康の確保対策を一層充実させるため、平成

26年に公布された改正労働安全衛生法に盛り込まれ、本年6月1日から施行さ

れる。 

・内容 

１ 一定の危険有害性が明らかになっている640の化学物質について製造し、ま

たは取扱う全ての事業場についてリスクアセスメントの実施を義務づける。 

640物質は、下記のサイトで公開している。 
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２ リスクアセスメントの結果に基づき、労働安全衛生法令の措置を講じる義務

があるほか、労働者の危険又は健康障害を防止するための必要な措置を講じ

ることが努力義務となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題と対応 

１ 容器などへのラベル表示の義務対象が、安全データシート（SDS）の交付義

務対象物質である640物質まで拡大。 

  安全データシート(SDS)は、下記のサイトで入手出来る。 

 
  
２ 業種・規模にかかわらず、製造・取扱いを行う全ての事業場が対象。 

① 容器のラベルに｢どくろ｣マークなどのGHSマーク（絵表示）を見て、SDS

の確認とリスクアセスメントの実施につなげてもらう、「ラベルでアクション」

運動を実施中。 

② 中小規模事業場には、「化学物質リスク簡易評価法」（コントロール・バン

ディング）等を公開。 
 

○「リスクアセスメント等を実施していれば災害を防止できた事例 
 

業種 被災者 原因化学物質 災害発生状況 事業場の措置状況 

畜産業 ２ 
ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ

(SDS) 
ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ 

動物用医薬品である殺虫剤を水で希

釈した消毒液を動力噴霧器で散布し

ていたところ、吐き気、嘔吐の症状

あり、有機リン中毒となった。 

防毒マスク、保護衣の備付けもなかった。 

飲料 
製造業 ３ ｵｿﾞﾝ(SDS） 

ミネラルウォーターの製造工程で、

オゾン水によるペットボトル等の滅

菌作業を行っていた労働者が急性オ

ゾンガス中毒となった。 

オゾンガス排出のための換気装置がな

く、不適切な呼吸用保護具（防じんマス

ク）を着用させていたなど、必要な措置

の検討・実施がなされていない。 

食料品 
製造業 １ 水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ 

(SDS) 

口蹄疫用の消毒液を製造するため、

水に苛性ソーダ（水酸化ナトリウム）

を混ぜて撹拌していたところ、ミス

トが発生し、急性薬物中毒となった。 

被災者が今回の作業を始めて行うに当た

り、SDSを見たこともなく、その有害性
について認識がなかった。 
ドラフトチャンバーは設置されているが

使用しないなど必要な措置の検討・実施

がなされていない。 

機械器具 
設置工事業 １ ｱﾆﾘﾝ(SDS) 

オートクレープ装置の分解洗浄作業

のうち、原材料のアニリンを予熱す

るために配管の取り外し作業を行っ

ていたところ、残留していたアニリ

ンにより中毒となった。 

アニリンは、経皮吸収もあるが、防毒マ

スク以外は、着用していなかったんど、

必要な措置の検討・実施がなされていな

い。 
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化学物質による労働災害ついては、リスクアセスメントによる有害性の検討が適

切に実施されておらず、リスクを認識していない、適切な保護具が選択されていな

い、作業手順が定められていないなど、事業者が講じるべき適切な措置が取られて

いなかったものも少なくない。 

また、実際に作業を行う労働者についても、危険性や有害性を認識していない、

有害性情報や取扱い上の注意等が労働者に周知されていない等により発生したと

考えられる労働災害も見受けられる。 

リスクアセスメントの実施義務は、一定の危険有害性が明らかになっている640

の化学物質について、製造・取扱いを行うすべての事業場が対象となる。 

このことから、起こりうる労働災害を未然に防止するために、事業者及び労働者

がその危険性や有害性を認識し、事業者がリスクに基づく必要な措置を検討・実施

することが重要であるため、「化学物質のリスクアセスメント」セミナーの開催す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙 

１ 「化学物質のリスクアセスメント」セミナーの開催 

○日時・場所 平成28年8月2日（火）午後2:00～4:30 

    平成28年8月3日（水）午後2:00～4:30 

     大阪中央労働総合庁舎 6階 講堂 

       大阪市中央区森ノ宮中央1-15-10 

（地下鉄谷町森ノ宮7-B号出口すぐ） 

（大阪環状線森ノ宮駅出てすぐ） 

        平成28年8月9日（火）午後2:00～4:30 

大阪合同庁舎第4号館 4階 講堂 

        大阪市中央区大手前4-1-76 

（地下鉄谷町四丁目5号出口すぐ） 

※ 各日とも内容は同じです。  《各回定員100名》 

 

○内     容   法改正に基づく 

“化学物質のリスクアセスメント”の実際 

 

○参  加  費   無 料（事前申込みが必要） 

 

○申 込 方 法   インターネットによる申込み 

         （6月中旬頃 大阪労働局HPに掲載予定） 
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○ 「ラベルでアクション」 

ラベル表示の範囲が、640物質まで拡大され、ラベルのある化学品が多く流通し

てきていることや事業者、労働者が危険有害性を正しく認識し、リスク低減措置を

確実に実行させるため、「ラベルでアクション」をキャッチフレーズに取組を促進 

 

◆事業者や労働者が化学品のラベルを見たら、アクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  容器等の表示及び名称の表示 
容器又は包装への表示は、化学物質等を取り扱う労働者がその危険性又は有害性

を知らず、適切な取扱方法をとらないことが原因で発生する労働災害の防止に資す

ることを目的とするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者や労働者 

ラベルを見て 

危険有害性に気づく 

SDSを確認 

SDSがなければ供給 

元に交付を求める 

危険有害性に応じた 

リスクアセスメント 

を行う 

絵表示で 

危険有害性を確認 

リスクアセスメントの 

結果を見て対策を行う 

事業者は 

労働者は 

●●● 

危 険 

○○○○○・・・ 

△△△△・・・・ 

ラベルによって、化学物質の危険有害性情

報や適切な取扱い方法を伝達（容器や包装に

ラベルの貼付や印刷） 

２ 「ラベルでアクション」をキャッチフレーズに 

リスクアセスメントの事業者意識の向上 
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○ GHS 
（The Globally Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicals） 

国際的には、平成15年に、人の健康確保の強化等を目的に、化学物質の危険性

及び有害性を、引火性、発がん性等の約30項目に分類した上で、危険性や有害性

の程度等に応じて、どくろや炎等の標章を付すこと、取扱上の注意事項等を記載し

た文書（安全データシート）を作成・交付すること等を内容とする「化学品の分類

および表示に関する世界調和システム（以下「GHS」という。）」が、国際連合から

公表されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 安全データシート（SDS） 

安全データシートは、事業場における化学物質等の総合的な安全衛生管理に資す

ることを目的とするもので、化学物質等を適切に管理するために必要である詳細な

情報を記載する文書です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 化学品及び会社情報 

２ 危険有害性の要約（GHS分類） 

３ 組成及び成分情報（CAS番号、化学名、含有量など） 

４ 応急措置 

５ 火災時の措置 

６ 漏出時の措置 

７ 取扱い及び保管上の注意 

８ ばく露防止および保護措置（ばく露限界値、保護具など） 

９ 物理的および化学的性質（引火点、蒸気圧など） 

10 安定性および反応性 

11 有害性情報（LD50値、IARC区分など） 

12 環境影響情報 

13 廃棄上の注意 

14 輸送上の注意 

15 適用法令（安衛法、化管法、消防法など 

16 その他の情報 

GHSマーク（絵表示） 

＜危険有害性クラスと区分（強さ）に応じた絵表示と注意書き＞ 

〈GHS国際勧告に基づくSDSの記載項目〉 
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ア．対象物が労働者に危険を及ぼし、または健康障害を生ずるおそれの程度（発生可能性）と、危
険または健康障害の程度（重篤度）を考慮する方法 

○ リスクアセスメント 

リスクアセスメントとは、化学物質やその製剤の持つ危険性や有害性を特定し、

それによる労働者への危険または健康障害を生じるおそれの程度を見積り、リスク

の低減対策を検討することをいいます。 

また、リスクアセスメントは、対象物を製造し、または取り扱う業務ごとに、次

のア～ウのいずれかの方法またはこれらの方法の併用によって行う。（危険性につ

いてはアとウに限る） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マトリクス法 

発生可能性と重篤度を相対的に尺度化し、それらを縦軸と横軸とし、あ

らかじめ発生可能性と重篤度に応じてリスクが割り付けられた表を使用

してリスクを見積もる方法 

数値化法 
発生可能性と重篤度を一定の尺度によりそれぞれ数値化し、それらを加算 

または乗算などしてリスクを見積もる方法 

枝分かれ図を 

用いた方法 

発生可能性と重篤度を段階的に分岐していくことによりリスクを見積も

る方法 

コントロール・ 

バンディング 

化学物質リスク簡易評価法（コントロール・バンディング）などを用いて

リスクを見積もる方法 

災害のシナリオ 

から見積もる方法 

化学プラントなどの化学反応のプロセスなどによる災害のシナリオを仮

定して、その事象の発生可能性と重篤度を考慮する方法 

具体的には以下のような方法があります。 

イ．労働者が対象物にさらされる程度（ばく露濃度など）とこの対象物の有害性の程度を 考慮す

る方法として、化学物質の気中濃度などを実測し、ばく露限界と比較する方法や数理モデルを用

いて気中濃度を推定し、ばく露限界と比較する方法などがあります。 

ウ．その他、アまたはイに準じる方法として危険または健康障害を防止するための具体的な措置が

労働安全衛生関係法令の各条項に規定されている場合に、これらの規定を確認する方法などがあ

ります。 

※リスクアセスメントについては資料１、コントロール・バンディングについては資料2

をそれぞれ参照 
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GHS

CAS

10

11 LD50 IARC

12

13

14

15

16
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